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の 結 果 の 要 旨
悪性脳腫癌に対する中性子捕捉療法の効果は深部腫癌吸収線量分布をいかに高められるかに大きく依存






正常脳への取 り辺みを低減させる目的で水酸基 2個をN末端に有するポロノフェニールアラニン (BPA)
誘導体 (BPA (OH)2)を新規合成し実験的脳腫療系を用いて細胞毒性 (IC50)及び殺細胞効果並びに腺
癌選択性について検討した｡その結果,水酸化により毒性は約1/2,水溶性は2桁向上,更に殺細胞効果
は約1.5倍高くなることが明らかにされた｡更に,棚素 ･正常脳濃度比を約40%上昇させることが出来る
など,本療法の瑚素キャリヤーとしての有効性を明らかにした｡
以上の研究は悪性脳腫壕の治療に寄与するところが多い｡
従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年 3月4日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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